
平成２４年度 「大学間連携共同教育推進事業」 選定取組 

取組名称：国際機関等との連携による「国際協力人材」育成プログラム 
取組大学：明治大学（代表校）、立教大学、国際大学 

国際機関で働く日本人は増えているが，他国に比して十分とは言えず，さらなる「国際協力人材」の育成が求められている。 
国際協力・国際公務への志向を持つ学部生の多い明治大学及び立教大学と，国際社会で活躍する高度な専門的知識を持った
職業人の育成を企図する大学院大学である国際大学を中心として，ステークホルダーとの協働の下に，全て英語により展開
する国際協力人材を育成するための共同教育プログラムの構築と国際協力人材育成ネットワークの形成に取組む。 

・各大学が持つ，知的・人的資源を共有し，体系的なプログラムを構築 
・ステークホルダーの協力による科目の充実 等 

共同教育プログラムの構築 

・ラーニング・アウトカムの達成度を学習ポートフォリオの有効性で管理 
・波及効果，アウトカム，アウトプット，プロセスを重視した評価 等 

評価ツールの開発 

質保証システム 

 【ステップ１】 

 グローバル 

共通教養基礎 

  ・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ共通教養総論 

  ・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｲｼｭｰ各論 

【ステップ３】 

グローバル 

共通教養実践  

・国際協力ﾘﾃﾗｼｰ 

 ・ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾘｻｰﾁ 

【ステップ２】 

グローバル 

共通教養応用 

・ｿﾘｭｰｼｮﾝ・ｱﾌﾟﾛｰﾁ 

 

グローバル 
共通教養を 
備えた人材 

【ステップ４】 

国際諸機関 

へのパス 

 ・大学院科目 

  先行履修 
国内大学院 
海外大学院 

国際公務 
国際機関 

社会企業家 
民間企業 

NGO 

モチベーション・パス ２大学合計：毎年１５０名 

効果・成果 国際協力人材育成 
プログラムの確立 

国際協力人材 
ネットワークの形成 

質保証システムの確立 

【連携機関】 
・グローバル・コンパクト・ジャパン・ネットワーク，太平洋諸島センター， 
Human Rights Watch，Amnesty International Japan，ＪＩＣＥ，ＵＮＤＰ 

【協力機関】 
・国際連合広報センター 
・国際大学グローバル人材パートナー（アクセンチュア他４９社＋新潟県） 

ステークホルダーが求める 
能力と資質を有する人材の育成 

インターンシップ受け入れ 
講座開講協力 

内部評価，改善 
共有・提案 

外部評価，提言 

全体マネジメント 
教育プログラム実施 

計画・改善 

国際大学 

明治大学 立教大学 

国際協力人材育成ネットワーク 

 ・共同学習支援評価委員会 
 ・学生ＦＤ委員会 
 ・外部評価委員会 

評価体制 

・事業連携協議会 
・プログラム推進委員会 
・事務局 

連携体制・実施体制 

キャリア・パス ２大学合計：毎年１００名 
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